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市内保育園で 
「佐渡

天然ブリカツ丼」給食
　２月20日、佐渡特産の天然ブリと「朱鷺と暮らす郷」
認証米を使った「佐渡天然ブリカツ丼」が市内保育園
等の給食に登場。認証米の米粉を衣に使ったサクサク
のブリカツを子どもたちはおいしそうに食べていました。
　また、梅津保育園では、子どもたちの目の前で天然ブ
リの解体が行われ、８kgのブリが手際よくさばかれる
様子に子どもたちは興味津々。最後に登場した「ブリカ
ツくん」に大喜びで、みんな笑顔で記念写真を撮ってい
ました。
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国民健康保険の届出をお忘れなく
お問い合わせ　市役所市民生活課　国保係☎６３－５１１２　または各支所・行政サービスセンター

　春は進学や就職、退職などで異動が多い時期です。国民健康保険に加入したりやめたりするときは届出
が必要ですので、異動があったときは 14日以内に届出をしてください。

こんなとき 届出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 他の市町村の転出証明書

職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険をやめたことを証明するもの
※65歳未満で老齢厚生年金や退職共済年金を受給して
いる方は年金証書

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
被扶養者でなくなったことを証明するもの
※65歳未満で老齢厚生年金や退職共済年金を受給して
いる方は年金証書

子どもが生まれたとき 母子健康手帳

生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出するとき 国保の保険証

職場の健康保険に加入したとき 国保と職場の健康保険の両方の保険証（職場
の保険証が未交付の場合は加入したことを証
明するもの）職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 国保の保険証

生活保護を受けるようになったとき 国保の保険証、保護開始決定通知書

そ
の
他

市内で住所が変わったとき

国保の保険証世帯主や氏名が変わったとき

世帯分離・合併したとき

修学のため、佐渡市から転出するとき 在学証明書または学生証

◆国保に加入する前に
　退職により職場の健康保険をやめる場合、退職後も在職中と同様に職場の健康保険に加入できる「任
意継続制度」があります。
　国保の保険税額は前年の所得を基に算定されるため、所得によっては、退職後すぐに国保に加入する
と国保税が高額になる場合があります。任意継続にした場合の掛金と国保に加入した場合の国保税の見
込額を比較し、どちらに加入するかを選択することができます。
　任意継続制度の加入要件や掛金などについては、職場の健康保険担当者にご確認ください。
　国保の保険税額については、加入される方全員の前年の確定した所得額がわかるもの（給与や年金の
源泉徴収票、確定申告書の写しなど）をお持ちいただければ、市役所で試算できます。ただし、試算結
果は、実際の決定税額ではありませんので、あくまでも参考としてご利用ください。

◆60歳以上65歳未満の方が国保に加入する場合
　長年勤めていた会社などを退職して、国民健康保険に加入する方で、厚生年金や各種共済年金を受け
られる 65歳未満の方とその被扶養者は、「退職者医療制度」で医療を受けます。退職者医療制度では、
本人の自己負担と保険税のほか、職場の健康保険などからの拠出金が医療費の財源となっています。
　退職者医療制度の対象となっているのに届出をしないと、本来は健康保険などからの拠出金で負担す
る医療費分まで国保の負担になってしまいます。
　国保の適正運用のためにも、必ず担当窓口で届出をお願いします。

　届出に必要なもの　年金証書（加入期間と受給権取得年月が確認できるもの）
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◆県単医療（県障・県親・県子・県老）受給者証をお持ちの方
　加入している健康保険が変わったときは届出が必要です。担当窓口まで届出をしてください。
届出に必要なもの　県単受給者証、新しい保険証、印鑑

◆国保の届出が遅れると

加入の届出が
遅れると

　前の健康保険の資格がなくなった月までさかのぼって国保税がかかるため、１回に
納める保険税が高額になります。
　また、健康保険に加入していない期間の医療費はいったん全額自己負担になる場合
があります。

やめる届出が
遅れると

　国民健康保険に加入したままになっているため、保険税（料）が二重にかかってし
まいます。
　また、資格がなくなったのに国保の保険証を使って受診した場合、国保が負担した
医療費をあとで返していただくことになります。

　各種届出の際に、窓口に来られた方の本人確認をさせていただきますので、身分確認ができるもの（運
転免許証等）とシャチハタ以外の印鑑をお持ちください。また、窓口に来られる方がその世帯の世帯
主以外の場合は、委任状が必要です。委任状には世帯主と窓口に来られる方の印鑑が必要です。

国民健康保険からのお知らせ
◆70歳から74歳の方へ
　70歳から 74歳の方の窓口負担は法律上２割となっていますが、特例措置でこれまで１割負担とされ
ていました。平成 26年度から、より公平な仕組みとするため、この特例措置が見直されます。見直し
に当たっては、生活に大きな影響が生じることのないよう、平成 26年４月２日以降 70歳の誕生日を迎
える方から段階的に実施されることとなりました。
　なお、70歳以上の方の窓口負担には毎月の負担上限額が以下のとおり定められていますが、この上限
額に変更はありません。

区　　分 窓口負担割合 限度額
外来(個人) 外来＋入院(世帯)

現役並み所得者 ３割 44,400円
80,100円＋

(総医療費－276,000円)×
１％

一　　般 ２割(平成26年４月１日までに70
歳の方は特例措置により１割)

12,000円 44,400円
低所得Ⅱ(住民税非課税世帯)

8,000円
24,600円

低所得Ⅰ(住民税非課税世帯） 15,000円
※�非課税世帯の方が、医療機関での支払額を負担上限額までとするためには「限度額適用・標準負担額減額認定証」が必要です。
窓口で申請してください。

平成26年４月１日までに70歳の誕生日を迎えた方（誕生日が昭和19年４月１日までの方）
　平成26年４月以降も医療機関での窓口負担は変わりません。現在お持ちの保険証の負担割合が「２割（平成
26年３月31日までは１割）」と記載されている方には、新しい保険証を３月下旬に郵送しますので、差替えてご使
用ください。現在お持ちの保険証に「３割」と記載されている方は、お持ちの保険証をそのままご使用ください。
※平成26年３月２日から４月１日に70歳の誕生日を迎える方は、４月診療分から窓口負担が１割（ただし、一定の所得がある方は
３割）となります。３月下旬に負担割合が記載された新しい保険証を郵送します。

平成26年４月２日以降に70歳の誕生日を迎える方（誕生日が昭和19年４月２日以降の方）
　70歳の誕生日の翌月（ただし、各月の１日が誕生日の方はその月）の診療から窓口負担が２割になりま
す。一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担となります。誕生月の月末までに負担割合が記載さ
れた新しい保険証を郵送します。
お問い合わせ　市役所市民生活課　国保係　☎６３－５１１２
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　集客プロモーションパートナー都市　　

新潟県上越市からのお知らせ
　佐渡市と上越市は、両市の更なる交流人口の拡大と集客
を目指して「集客プロモーションパートナー都市協定」を
締結し、集客に向けたＰＲ活動をお互いに支援する取り組
みを行っています。

花と雪の城下町　高田
　　ぜひお出かけください！

　上越市にある高田は、慶長 19（1614）年の高田城築城
とともに開かれた城下町。
　なんと今年で開府 400 年を迎えます！
　今も城下町の風情を残す町家と、総延長 16kmもの雁木
のまちなみをお楽しみください。

■高田公園
　徳川家康の六男・松平忠輝公の居城として築かれ
た高田城の城跡公園。ここでは四季折々の景観を楽
しむことができます。

■雁木のまちなみ
　雁木とは、おもに冬季の通路を確保するために家
屋の一部やひさしなどを延長したもの。上越市内に
現存する雁木の総延長は 16㎞と日本一の長さ。

城下町高田の春のオススメイベント　第 89 回　高田城百万人観桜会
　約４千本もの桜が咲き誇り、約３千個のぼんぼりに照らされた桜が、ライトアップされた高田城三重
櫓
やぐら

とともにお堀の水面に映える美しさは、日本三大夜桜の一つにも数えられています。
と　き／４月４日㈮～４月 20日㈰　　　ところ／高田公園（上越市本城町）
お問い合わせ／（公社）上越観光コンベンション協会　☎０２５－５４３－２７７７
　今年７月には、高田公園をメイン会場に「高田開府 400 年祭」を開催 !! 詳細はホームページで !!
　高田開府 400 年祭実行委員会ホームページ　http://www.takada-kaifu400th.jp/

上越市の観光に関するお問い合わせ
上越市観光振興課　☎０２５－５２６－５１１１

高田公園観桜会散策ツアー
　高田城百万人観桜会散策ツアーの参加者を募集します。早春の一日を高田公園でゆっ
たり過ごしませんか。皆さまのご参加をお待ちしています。
開催日／４月 12日㈯　　　料　金／大人 5,000 円、小学生 3,000 円（弁当 ･飲み物付き）
コース／小木港 6:10 発（ＣＦ臨時便）～直江津港 8:50 着～前島密記念館・米と酒の謎蔵（見学）～
　　　　11:40 高田公園 15:00 出発～直江津港 16:10 発～小木港 18:50 着
申込締切／４月４日㈮　島内送迎バス／両津・相川方面に送迎バスを運行します。（片道 500 円）
お問い合わせ／小木・直江津航路利用促進協議会
　小木町商工会　　　　　　☎８６－２２１６　ＦＡＸ８６－２３０４
　佐渡観光協会南佐渡支部　☎８６－３２００　ＦＡＸ８６－２２３７

上越観光ネット 検 索 ➡



5

平成26年3月21日（祝）
「国仲・金丸線」運行のお知らせ

　国仲エリアの路線バス運行改善のため、国仲線と金丸線を統合し
「国仲・金丸線」を運行開始します。これにより吉岡から畑野学校前
までの間のバス停留所から乗換無しで佐渡総合病院まで行くことが
できるようになります。 
※学生車の「国仲線」「金丸線」は従来どおりの運行となります。

運行開始

この間で佐渡病院へ乗り換え無しで
行くことができるようになります。

新設 国仲・金丸線

真 野 湾

窪田

河原田

佐和田BS

佐渡病院前

新穂小学校前

佐渡総合高校前

新町学校前

長木

泉

金井

皆川

金丸

真野新町

畑野

宮川

新穂

病院に通うのに
便利になったわ

　今回は、離島空港整備に関する法令や計画についてご紹介します。

　平成 24年８月に閣議決定された「社会資本整備重点計画（Ｈ 24 ～Ｈ 28）では、「離島における
住民生活の安定・安全を確保するため、航空ネットワークの維持・活性化等を図るため必要な施設整
備等を着実に実施する。」と離島空港整備の必要性について明記しています。

　さらに、昨年 12月に施行された交通政策基本法には、離島の交通事情への配慮のほか、大規模災
害時の代替交通手段や観光客の円滑な交通手段の確保について国の責務が規定されました。また、同
法案に対する衆参両議院の附帯決議において、社会資本整備重点計画との整合を図ることとされてい
ます。

　市では、交通政策基本法に基づいて今後策定される交通政策基本計画においても、離島空港整備に
配慮したものとなるよう国に要望してまいります。

　佐渡空港拡張整備の早期実現に向けて、皆さまのご支援をよろしくお願いいたします。

◆市役所交通政策課　☎６３－３１８４

新 佐渡空港の実現に向けて⑥

お問い合わせ　新潟交通佐渡㈱　☎５７－２１２１／市役所交通政策課　☎６３－３１８４
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  平成26年4月から、使用済み小型家電の拠点回収が始まります   
小型家電のリサイクルにご協力ください 

お問い合わせ　市役所環境対策課　廃棄物対策係　☎６３－３１１３

　市では小型家電リサイクル法（平成 25年４月施行）に基づいて、平成 26年４月から新たなリサイクル
の取り組みとして、市役所本庁、各支所・行政サービスセンター・連絡所など市内 19か所に回収ボック
ス等を設置し、一般家庭にある使用済み小型家電の回収を始めます。
　使用済み小型家電には、金、銀、白金などの貴金属や、精密機械の部品として有用なレアメタルが含ま
れています。限りある資源を有効に活用するため、回収にご協力をお願いします。
　回収した小型家電は、市内の障がい者福祉サービス事業所で分解された後、再生事業者に送られます。
※従来どおり燃えないごみ等として出すこともできます。

回収する品目
国が小型家電リサイクル法で定める28品目
例�携帯電話・ＰＨＳ、パソコン、デジタルカメラ、ビデ
オカメラ、ＣＤ・ＭＤプレーヤー、携帯音楽プレー
ヤー、ゲーム機、ＩＣレコーダー、リモコン、ＥＴＣ
車載ユニット、カーナビ、電卓、電子手帳、電気か
みそり、電話機など

回収方法
◆拠点回収
　回収場所
　�　市内 16 か所（市役所
本庁、各支所・行政サー
ビスセンター・連絡所、
障がい福祉サービス事業
所）に専用の回収ボック
スを設置し回収します。
　回収品目
　�　回収ボックスに入る大
きさ（おおむね縦 15cm
×横 35cm ×奥行 20cm
以内）のもの
◆持ち込み
　回収場所
　�　各クリーンセンターの
指定された場所
　回収品目
　　回収ボックスに入らない大きさのもの
　 ※回収ボックスに入るものも出せます

出すときの注意
○�個人情報が含まれるものは、個人情報を消去して
から出してください。
○�電池類は抜き取ってください。
○�一度投入したものは返却できません。
○�従来どおり燃えないごみ等としても出すこともで
きます。

回収できないもの
○�家電リサイクル法対象品目（テレビ、エアコン、
洗濯機・衣類乾燥機、冷蔵庫・冷凍庫）
○その他（電球、電池、蛍光灯、ライター）
　※電池、蛍光灯は有害ごみ等で出してください。

小型家電回収拠点一覧

施設名 電話番号 回収時間
両津支所市民課 27-2111

月～金
（祝日除く）
8：30～
17：30

海府連絡所 26-2228
岩首連絡所 28-2002
相川支所市民課 74-3111
高千連絡所 78-2629
佐和田行政サービスセンター 57-2111
市役所本庁 63-3113
新穂行政サービスセンター 22-3111
畑野行政サービスセンター 66-3111
松ヶ崎連絡所 67-2001
真野行政サービスセンター 55-3111
小木行政サービスセンター 86-3111
羽茂支所市民課 88-3111
赤泊行政サービスセンター 87-3111
あんずの家（両津湊343-46） 23-3303
まつはらの家（八幡町303-2） 52-4744
両津クリーンセンター 24-1700 月～土

8：30～
16：30

佐渡クリーンセンター 52-3336
南佐渡クリーンセンター 86-2373
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◆佐渡市不法投棄監視員を募集します
　美しい佐渡の自然を守ると共に、「佐渡金銀山」の世界遺産登録実現の為には、不法投棄のない島にしな
くてはなりません。市では、不法投棄撲滅に向けご協力いただける「佐渡市不法投棄監視員」を募集します。
募集人員　約 10人　　　任期　平成 26年４月１日から平成 28年３月 31日までの２年間
主な活動内容
　①不法投棄の巡視（月２回以上）と報告・提言　②不法投棄物の回収・処理に対する協力
　③清掃美化活動の推進
応募条件（平成 26年１月１日現在で次の項目すべてに該当する方）
　①市内に住所を有する方　②満 20歳以上の方　③普通自動車免許を保有し、移動手段を有する方
　④平日に活動時間を確保できる方　⑤不法投棄物回収作業に協力できる方
応�募方法　市役所環境対策課（本庁舎２階）、各支所、行政サービスセンターに申込書がありますので、必
要事項を記入し、窓口担当者に提出してください。
応募期間　３月 10日㈪～３月 20日㈭
選考方法　応募いただいた申込書類を選考の上、全員に文書にて結果を通知します。
お問い合わせ　市役所環境対策課廃棄物対策係　☎６３－３１１３

  ◆アルビレックス新潟　試合観戦ご招待のお知らせ

 Ｊリーグディビジョン１  第８節  アルビレックス新潟対サンフレッチェ広島
日時　４月 20日㈰　午後３時　試合開始
会場　デンカビッグスワンスタジアム
応募条件　佐渡市在住者　　　募集人数　５００人
※チケットはＳスタンド自由席です。
※状況により他の座席をご案内する場合があります。

応�募方法　往復ハガキの往信裏面に①４月 20 日広島、
②住所、③氏名・年齢、④電話番号、⑤メールアドレ
ス（お持ちの方）、⑥チケットの希望枚数 ( ４枚まで )、
⑦後援会資料請求（する・しない）を記載し、返信用
表面に返信先（ご自分）の住所・氏名をご記入の上、
宛先に送付してください。

　※�往復ハガキは各自ご用意ください。応募は、１世帯につき１通限
り有効です。応募多数の場合は抽選となります。

応�募期限　４月４日㈮必着（応募期限到着分以降のお申
し込みは無効となります。）
チ�ケット受け渡し　ご招待の可否を返信用ハガキにてお
知らせします（４月 11日㈮頃の予定）。また、お電話
での可否についてのお問い合わせはお答えいたしかね
ます。ご観戦いただく方は、返信ハガキをご持参の上、
デンカビッグスワンスタジアムのＥゲート前広場に設
置の「チケット引換所」にてチケットとお引換え後に
ご入場、ご観戦となります。
宛先　〒９５０－０９５４
　　　新潟市中央区美咲町２－１－１０
　　　アルビレックス新潟後援会「試合観戦ご招待」係
お問い合わせ　アルビレックス新潟後援会（担当：村山）
　　　　　　　☎０２５－２８２－００１１

クラブの最新情報は『アルビレックス新潟携帯サイト』を☞
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「ものわすれあんしん相談」と「ほのぼのカフェ」のお知らせ
～来てあんしん、聞いてあんしん、話してあんしん～
お問い合わせ　市役所高齢福祉課　介護保険係　☎６３－３７９０

　ものわすれあんしん相談　
　「ものわすれのことってどこへ聞いたらいいんだ
ろう？」等と感じたことはありませんか？
　地域包括支援センター職員、看護師がお話を伺
いますので、気軽にご相談ください。

日程と会場
3月 13日㈭ 両津しゃくなげ
3月 14日㈮ ワイドブルーあいかわ
3月 25日㈫ 小木福祉保健センターつくし

時　間　　午後 1時 30分～ 4時
※ご本人だけでなく、ご家族からの相談も可能です。

　ほのぼのカフェ　
　お互いに情報交換しながら、悩みの解決や交流
等に繋げられる場です。コーヒー等を飲みながら、
どなたでも気軽に立ち寄れる場です。
　一度足を運んでみませんか！

日時と会場
3月 14日㈮ ワイドブルーあいかわ
3月 20日㈭ 両津　地域の茶の間ひまわり
3月 25日㈫ 小木福祉保健センターつくし

時　間　　午後１時 30分～４時

あなたにもできる�

自殺予防のための行動
�気づき�　家族や仲間の変化に気づいて、声をかける
○�発言や行動の変化、体調の変化など、家族や仲間の変化に敏感
になり、心の悩みやさまざまな問題を抱えている人が発する周
りへのサインになるべく早く気づきましょう。
○�変化に気づいたら、「眠れていますか？」など、自分にできる
声かけをしていきましょう。

�傾　聴�　本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける
○�悩みを話してくれたら、時間をかけて、できる限り傾聴しま
しょう。
○�話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定したり、表面的な励ま
しをしたりすることは逆効果です。本人の気持ちを尊重し、共
感したうえで、相手を大切に思う自分の気持ちを伝えましょう。

�つなぎ�　早めに専門家に相談するよう促す
○�心の病気や社会・経済的な問題等を抱えているようであれば、
公的相談機関、医療機関等の専門家への相談につなげましょう。
○�相談を受けた側も、ひとりでは抱え込まず、プライバシーに配
慮した上で、本人の置かれている状況や気持ちを理解してくれ
る家族、友人、上司といったキーパーソンの協力を求め、連携
をとりましょう。

�見守り�　温かく寄り添いながら、じっくりと見守る
○�身体や心の健康状態について自然な雰囲気で声をかけて、あせ
らずに優しく寄り添いながら見守りましょう。
○�必要に応じ、キーパーソンと連携をとり、専門家に情報を提供
しましょう。

「
ひ
と
り
の
い
の
ち
」
は
「
み
ん
な
の
い
の
ち
」

気
づ
い
て
ほ
し
い
、こ
こ
ろ
の
声
を
！

　

全
国
の
自
殺
者
数
は
平
成
10
年
か
ら
３
万
人
を
超
え
、
近
年
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
新
潟
県
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
自
殺
死
亡
率
は
高
く
、

特
に
高
齢
者
や
中
高
年
の
方
が
多
く
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

　

た
っ
た
ひ
と
り
の
あ
な
た
、
大
切
な
命
を
救
う
た
め
に
、
国
が
作
成
し
た

「
あ
な
た
に
も
で
き
る
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動
」
で
は
、
自
分
の
周
り
に

サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
人
が
い
た
と
き
、
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
を
記
し

て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
下
記
の
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
む

よ
り
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

相談窓口
　月曜～金曜（祝日を除く）
　午前８時 30分～午後５時 15分
佐渡保健所　　☎７４－３４０７
市役所市民生活課健康推進室
　　　　　　　☎６３－３１１５
市役所社会福祉課障がい福祉係
　　　　　　　☎６３－５１１３
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地域審議会から市長へ意見具申書が提出されました
　合併前の旧市町村の区域ごとに設置されている地域審議会では、
それぞれの地域で直面している課題等について議論し、市長へ意
見具申できることとされています。
　今年度提出された各地区地域審議会からの意見具申書の内容等
については下記のとおりです。
　なお、地域審議会は合併後 10年間が設置期間となっているた
め、今年度で廃止となります。これまで各地域の活性化のため、
会議や勉強会での議論、現地視察などを行い、諮問事項への答申
や意見具申と役割を果たしていただきました。歴代委員の皆さま大変お疲れさまでした。

市長へ提出された意見具申書（※平成26年２月14日現在）
審議会 提出日 内　　　容

赤 泊 地 区 地 域 審 議 会 平成25年３月19日 赤泊～寺泊航路の振興について

真 野 地 区 地 域 審 議 会 平成25年４月30日
国道３５０号（西大須～田切須間）の整備について、新
町活性化道路の整備について、長石海岸の海水浴場指定
について

新 穂 地 区 地 域 審 議 会 平成25年７月９日 新穂体育館、新穂歴史民俗資料館について

佐和田地区地域審議会 平成25年12月17日 さわた図書館の充実について、佐和田地区子育て支援セン
ターの新築について、佐和田海岸環境整備事業について

金 井 地 区 地 域 審 議 会 平成26年１月30日

佐渡総合病院の周辺整備について、金井小学校の周辺整
備について、金井吉井小学校の跡地利用について、市立
中央図書館について、金井地区保育園の統廃合、民営化
について、専門学校の活用について、地域の意見表明に
ついて

小 木 地 区 地 域 審 議 会 平成26年１月30日 小木行政サービスセンター庁舎の移転について

新 穂 地 区 地 域 審 議 会 平成26年２月５日
新穂第二ダム上流の谷止工事について、生産森林組合に
対する育成と支援について、高齢者の家庭内事故防止に
ついて

相 川 地 区 地 域 審 議 会 平成26年２月14日 世界遺産登録の推進について

お問い合わせ　市役所地域振興課　地域振興係　☎６３－４１５２

　㈶自治総合センターは、地域の
コミュニティ活動の充実・強化を
図り、地域社会の健全な発展と住
民福祉の向上に寄与することを目
的に、宝くじの社会貢献広報事業

としてコミュニティ助成事業を実施しています。
　沢根五十里の「田中青年会」では、自治宝くじの助
成金であるコミュニティ助成事業の助成を受けて、コ
ミュニティ活動備品（大人用赤・青鬼面、大人用翁
面、子供用赤・青鬼面、子供用翁面、大人用赤・青鬼
衣装一式、大人用翁衣装一式、子供用赤・青鬼衣装一式、
子供用翁衣装一式、半纏、桐箱、ビ
デオカメラ一式）を整備しました。
◆お問い合わせ
　市役所地域振興課　地域振興係
　☎６３－４１５２
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◆佐渡市消費者協会の活動を紹介します

市長と佐渡市消費者
協会との懇談会

　２月３日午後、佐渡中央会館において市長との懇談
会を開催しました。
　「たしかな情報　かしこい選択　～地球環境を守り、
安心・安全な生活のために行動しよう～」を活動目標
に掲げている私たち消費者協会にとって、市長との懇
談会は、最新の佐渡市の動向についての情報を得る
と同時に、私たち消費者協会の活動を知っていただけ
るよい機会となりました。
　はじめに市内各地区の消費者協会の役員から、地
区ごとの活動内容と佐渡市消費者協会としての主な活
動内容を説明させていただきました。
　続いて、消費者協会が以前から推進している「レ
ジ袋削減」の状況について、佐渡市環境対策課の方
から説明をいただきました。レジ袋有料化前の平成
20 年度と比較すると、市内大型店舗でのレジ袋の年
間使用枚数が半分以下になっていると教えていただき、
マイバック持参が市民に確実に浸透していることを実
感できました。また佐渡市全体で古紙回収やペットボ
トル回収等によるリサイクル率が年々上がっていること
も知り、うれしく思いました。一方で、年間のごみ処
理に関する費用は今でも市民一人当たり20,000 円以
上かかっている現状を知り、今後さらなるゴミ減量に
向けて取り組んでいきたいと感じました。

　市長からは、「環境の島　佐渡」を守るため今後も
環境対策に力を注ぐ予定であること、佐渡には美味し
い米・果物・野菜があり島外からも注目されていること、
これからの観光戦略には佐渡市から旅行業者に積極
的に提案していく必要があること、小・中学校や高校
でのキャリア教育の重要性、東京大学や企業と連携し
て進める自然エネルギーの開発計画についてなど、佐
渡市の未来に関するさまざまな分野の展望についてお
話しいただきました。
　予定時刻より30 分超過し、最後に市長から「また
来年も集会をやりましょう」と声かけしていただけるほ
ど会は盛り上がり、有意義な懇談会となりました。

新潟県知事賞（奨励賞）を受賞しました！
　平成 25年度「キラッと光るいいお店」新潟県知事
表彰で、「プチドール（佐和田地区）」が奨励賞を受賞
されました。
　この賞は、消費者ニーズに対応したサービスの提供
や、少子高齢化、環境等の地域課題に役立つ取り組み、
県産品の販売促進など、県内の他店舗の模範となるよ
うな店舗に対して、「キラッと光るいいお店」として
新潟県が表彰するものです。
　「プチドール」は、農家や農協と連携して、地元の
食材にこだわった商品開発やデパートの催事などに積
極的に出展され、佐渡のＰＲをされているところが大
きく評価されました。

佐 渡 で 初 め て  「キラッと光るいいお店」

佐渡市消費者協会　広報
小林　睦子
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市スポーツ推進委員が全国表
彰を受けました！
　市スポーツ推進委員協議会会長の風間喜一郎さ
んが、昨年11月に和歌山県で開催された「第54回
全国スポーツ推進委員研究協議会」で、「全国スポー
ツ推進委員功労者表彰」を受賞されました。また、
畠野正治さんと尾崎俊雄さんが30 年勤続、外内柳
太郎さんと笹山猛夫さんが賛助会員の感謝状を贈呈
されました。
　それぞれの受賞を祝して１月25日に受賞祝賀会
を開催しました。
　受賞された皆さま、大変おめでとうございます。
今後も引き続き、佐渡市スポーツ推進委員として、
市民の健康維持増進、スポーツに触れ合う場面の
提供、スポーツの普及など、さまざまな場面でのご
活躍を祈念いたします。

まっさき食の陣が開催されました
　２月９日、多田漁港を会場にまっさき食の陣が開
催されました。タラ汁の無料サービスのほか、タラ
の刺身やキジそばなどが販売され、家族連れなど
で賑わいました。
ステージでは鬼
太鼓などが披露
されたほか、子
どもたちは雪中
宝探しを楽しん
でいました。

文化財防火デーにあわせて 
消防訓練が行われました
　１月26日の「文化財防火
デー」にあわせて、真野地
区阿仏坊の妙宣寺で、消防
訓練が行われました。国指
定重要文化財の五重塔に延
焼の危険があるとの想定で
放水訓練を行ったほか、消
火器の使用方法の講習など
が行われました。

佐渡吹奏楽フェスティバル
　２月２日、アミューズメント佐渡で、13回目となる
「佐渡吹奏楽フェスティバル」が開催されました。
　今年は「アニメ」をテーマに、中学校・高校や一
般など９団体およそ220人が出演しました。公演最
後の出演者全員がステージに上っての迫力の合同演
奏に、客席から大きな拍手が沸きました。

５年ぶりに復活 加茂湖カキまつり
　２月９日、おん
でこドームで「加
茂湖カキまつり」
が５年ぶりに開催
されました。

　会場には多くの人が訪れ、
殻付きのカキを焼いた「どて
焼き」やカキ汁、カキ飯など
を大いに楽しみました。

両津港と新潟港を結ぶ新造船「ときわ丸」
2014年４月８日㈫定期就航開始！
ときわ丸の概要
　全長／125ｍ　　総トン数／約5,300トン
　速力／約19.1ノット（時速約 35.4㎞）
　旅客／1,500 名　　航海時間／2時間20 分
　車�両積載台数／乗用車のみの場合168台
海原を一望できる展望ラウンジ、キッズルーム、授乳室などがあります。快適な船旅にご期待ください。

※船体のデザインはイメージです
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労働基準監督官　採用試験
　労働基準監督官（厚生労働省職員）採用試験の第１次試験が６月８日㈰に新潟市で行われます。

受験資格
・昭和 59年４月２日～平成５年４月１日生まれの方
・平成５年４月２日以降生まれの方で次に掲げるもの
　①大学を卒業した方および平成 27年３月までに大学を卒業する見込みの方
　②人事院が①に掲げる方と同等の資格があると認める方

試験の程度　大学卒業程度
受験申込受付期間（できるだけインターネット申込みをご利用ください。）
　４月１日㈫～ 14日㈪（受信有効）
　インターネット申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html
　�インターネット申込みができない場合は、受験申込書を郵送または持参してください。なお、受付期間
が短いのでご注意ください。
　・郵送の場合　４月１日㈫～４月２日㈬（４月２日までの通信日付印有効）
　　※できるだけ簡易書留で郵送してください。
　・持参の場合　４月１日㈫～４月２日㈬　午前８時 30分～午後５時

受�験用紙　受験案内および受験申込書をご希望の方は、140 円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角形
２号）を同封の上、新潟労働局または最寄りの労働基準監督署に請求してください。

受験申込用紙提出先・お問い合わせ
　新潟労働局　総務部　総務課（人事係）　☎０２５－２８８－３５００
　〒９５０－８６２５　新潟市中央区美咲町１丁目２番１号　新潟美咲合同庁舎２号館３階

国家公務員　採用試験
　人事院は平成26年度中に次の採用試験を行います。受験案内等は人事院ホームページ内で確認できます。
詳しくは人事院関東事務局までお問い合わせください。

○総合職試験（院卒者試験、大卒程度試験）
　受付期間（インターネット）� ４月１日㈫～４月８日㈫
　第１次試験日� ４月 27日㈰

○一般職試験（大卒程度試験）
　受付期間（インターネット）� ４月９日㈬～４月 21日㈪
　第１次試験日� ６月 15日㈰
※�上記の総合職試験（院卒者試験、大卒程度試験）および一般職試験（大卒程度試験）の申込みは必ずインターネットにより行ってく
ださい。

○一般職試験（高卒者試験、社会人試験（係員級））
　受験案内等の配布等開始日� ５月 12日㈪
　受付期間�（インターネット）� ６月 23日㈪～７月２日㈬
� （郵送・持参）� ６月 23日㈪～６月 26日㈭
　第１次試験日� ９月７日㈰

お問い合わせ　人事院関東事務局　☎０４８－７４０－２００６～２００８
　国家公務員試験採用情報ナビ　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
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佐渡市ケーブルテレビ（ＣＮＳテレビ）からのお知らせ
　ＣＮＳテレビは、４月１日から指定管理者施設に移行し、指定管理者に決定した㈱佐渡テレビジョンが
管理運営を行います。
　新規加入申請、変更、休止などの各種申請手続き、料金の収納、障害対応、自主放送番組の制作・放送
などほとんどの業務を指定管理者が行います。対応窓口や料金収納などが次のように変わります。

��主な変更点��
対応窓口� ㈱佐渡テレビジョン（中興乙１４９７）
連 絡 先� ☎６１－１２１２　ＦＡＸ６３－６０５８　（※☎５１－２０３０は廃止）
受付時間� 平日　午前９時～午後６時（営業時間外および土・日・祝日はコールセンター対応）
各種手続� �新規加入申込、変更、休止などの手続は、佐渡テレビジョン本社で行います。ご連絡いただけ

れば、ご自宅に訪問し手続きを行います。
料金収納� 次のいずれかの方法によります。
� ①口座振替（指定管理者の口座に変更されます）
� 　※現在ご利用の場合、振替依頼書の再提出は不要です。
� ②金融機関での振込（手数料が発生します）
� ③直接納付（佐渡テレビジョン会計窓口）
番組放送� �行政情報や生活情報はデジタル１１１ｃｈ（アナログ８ｃｈ）で、議会中継、市長会見および

講演会等はデジタル１１２ｃｈ（アナログ１２ｃｈ）でそれぞれ放送します。
� �自主放送のハイビジョン化やデータ放送の新規導入により、見やすくて便利な放送内容となり

ます。
　�　また、４月１日の消費税率の改定等に伴いケーブル
テレビ使用料等も右記のとおり変更させていただきます。

��変更手続きのお願い��
　相続、転出等により現在の名義等に変更がある方は、
変更手続が必要ですので、お早めにＣＮＳテレビ（☎
５１－２０３０）までご連絡ください。

��デジアナ変換放送（アナログ放送）終了のお知らせ��
　ケーブルテレビのデジアナ変換放送は、平成 27年３月 31日までに終了します。アナログテレビをお使
いの方は、終了までにデジタル対応テレビに買い替えるか、簡易デジタルチューナーなどの設置をお願い
します。
お問い合わせ　市役所地域振興課　情報センター室（真野行政サービスセンター内）☎５１－２０３０

消費税および地方消費税の税率引き上げに伴う 
公共料金等の変更について

　平成 26年４月１日から消費税率（地方消費税率を含みます。）が５％から８％に引き上げられます。
　これに伴い、消費税率の変更による増税相当分を公共料金等に反映させていただくことを予定して
います。皆さまのご協力をお願いします。
　変更予定の主な公共料金等につきましては次のとおりです。

○水道料金、下水道使用料など（上下水道課）
○ケーブルテレビ加入負担金、使用料など（地域振興課）

加入負担金 ２０，５７１円
使用料（月額） １，５４３円
ＳＴＢ貸与料（月額） ７５６円

広告手数料（日額） 市内企業　　　５１５円
市外企業　１，０２９円
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お
　
知
　
ら
　
せ

県
税
の
口
座
振
替
納
税
を 

「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」で
で
き
る 

　
　
　

よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

納
税
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
便
利
な
口

座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
申
込
書
等
受
付
期
限

○
自
動
車
税　
　

３
月
20
日

○
個
人
事
業
税　

６
月
30
日

　

申
込
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
に
い
が
た
県
税
の
窓
口

（
県
税
の
納
税
）」（http://w

w
w
.pref.

niigata.lg.jp/zeim
u/koza.htm

l

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
地
域
振
興
局　

県
税
部

　

☎
74
―
３
３
１
０

平
成
26
年
度
　
銃
砲
刀
剣
類 

  

登
録
審
査
会
を
開
催
し
ま
す

　

法
律
に
よ
り
、
古
式
の
銃
砲
刀
剣
類
を

所
持
す
る
た
め
に
は
新
潟
県
教
育
委
員
会

発
行
の
登
録
証
が
必
要
で
す
。
未
登
録
の

銃
砲
刀
剣
類
を
所
持
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

会
場
・
日
程

○
新
潟
県
庁
行
政
庁
舎
ま
た
は
職
員
会
館

　
（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
―
１
）

　
�

４
月
17
日
㈭
、
８
月
21
日
㈭
、
11
月
20

日
㈭
、
平
成
27
年
１
月
15
日
㈭

○
長
岡
地
域
振
興
局
会
議
室
棟
２
階
・

　

大
会
議
室

　
（
長
岡
市
四
郎
丸
町
１
７
３
―
２
）

　

�

６
月
19
日
㈭
、
10
月
16
日
㈭
、
平
成
27

年
２
月
19
日
㈭

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

持
参
す
る
も
の

①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類

②�

銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
轄
警
察
署
が

発
行
し
た
も
の
）

③�

審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６
３
０
０

円
を
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
す
る
。）

※
印
鑑
は
不
要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
６
１
９

平
成
26
年
度 

　
　
国
税
専
門
官
募
集

受
験
資
格

１�　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

２�　

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

方
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　

⑴�　

大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成

27
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
方

　

⑵�　

人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
方
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

申
込
み
方
法
等

【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

○�http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

へ
ア
ク
セ
ス
し
、
説
明
に

従
っ
て
入
力

○�

４
月
１
日
㈫
午
前
９
時
～
４
月
14
日
㈪

［
受
信
有
効
］

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な
い

場
合
】
郵
送
ま
た
は
持
参

○�

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
に
対
応
す
る

国
税
局
ま
た
は
国
税
事
務
所

○�
４
月
１
日
㈫
～
４
月
２
日
㈬
［
４
月
２

日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
］

試
験
日

〇
第
１
次
試
験
日　

６
月
８
日
㈰

〇�

第
２
次
試
験
日　

７
月
15
日
㈫
～
７
月

23
日
㈬
の
い
ず
れ
か
第
１
次
試
験
合
格

通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

試
験
地

〇
第
１
次
試
験
地　

新
潟
市
ほ
か

〇
第
２
次
試
験
地　

さ
い
た
ま
市
ほ
か

合
格
者
発
表
日

〇
第
１
次
試
験
合
格
者　

７
月
１
日
㈫

〇
最
終
合
格
者　
　
　
　

８
月
20
日
㈬

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ

　

�

人
事
院
人
材
局
試
験
課�

☎
03
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１�

（
内
線
２
３
３
２
）

　

�

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時�

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。）

右
記
以
外
の
問
い
合
わ
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

　

�

☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１�

（
内
線
２
０
９
７
）

　

�

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時�

（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
。）

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

年会費500円 
新潟県交通災害共済

交通災害共済は、
全市町村で行う
助け合いの制度
です。

　お問い合わせは、佐渡市役所
総務課防災危機管理室（☎６３－
５１３５）まで
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出張 高価買取 いた
します！

トラクター・耕運機（ディーゼル）・船外機・バイク・重機

☆更に！鉄くず・
　　サビた鉄などは  

いたします！

例コンバイン・モーター・アルミサッシ・乾燥機・ボイラー・ホイール・草刈機・電気の線・動噴・
　チェーンソー・ワイヤー・ウインチ・脱穀機

㈱アクティーインターナショナル 佐渡営業所　担当　安達
お気軽にお電話ください！　☎0259‒66‒2695

出張 無料回収 
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お
　
知
　
ら
　
せ

佐
渡
市
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
と
き

わ
荘
の
入
所
者
を
募
集
し
ま
す

利
用
で
き
る
方
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
）

①�

60
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
、
60
歳
以
上

の
配
偶
者
と
共
に
利
用
さ
れ
る
方

②�

健
康
で
、
日
常
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
が

で
き
、
共
同
生
活
に
適
し
て
い
る
方

③�

家
庭
の
事
情
等
に
よ
り
、
家
族
と
の
同

居
が
困
難
な
方

④�

確
実
な
身
元
引
受
人
（
独
立
の
生
計
を

営
み
、
保
証
能
力
の
あ
る
方
）
が
２
人

い
る
方

入
所
に
つ
い
て

　

入
所
申
請
用
紙
は
、
と
き
わ
荘
に
あ
る

ほ
か
、
佐
渡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
と

き
わ
荘
へ
直
接
お
願
い
し
ま
す
。
施
設
の

見
学
等
に
つ
い
て
は
、
と
き
わ
荘
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料
に
つ
い
て

　

１
か
月
最
低
６
万
２
１
０
円
～
（
収
入

に
応
じ
て
変
わ
り
ま
す
。）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
と
き
わ
荘

　

☎
66
―
３
８
３
０

　

佐
渡
市
栗
野
江
１
８
２
２
番
地

※
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
の
ご
相
談
は
こ
ち
ら
へ 

平
成
26
年
度
　
予
約
制
年
金
相
談

　

年
金
相
談
を
受
け
る
に
は
、
事
前
に
電

話
予
約
が
必
要
で
す
。
基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の
を
お
手
元
に
ご
用
意
の
上
、

お
電
話
く
だ
さ
い
。

予
約
の
連
絡
先　
日
本
年
金
機
構

　

新
潟
西
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
２
５
―
２
２
５
―
３
０
０
８

協
会
け
ん
ぽ
の
被
扶
養
者
（
ご
家
族
）

で
40
歳
か
ら
74
歳
の
皆
さ
ま
へ

平
成
26
年
度
の
『
特
定
健
康
診
査
受

診
券
』
を
４
月
中
に
お
送
り
し
ま
す

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

で
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
の
ご
家
族
を
対
象

に
特
定
健
康
診
査
（
以
下
「
特
定
健
診
」）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
方
は
、
市

町
村
が
実
施
す
る
集
団
健
診
会
場
、
ま
た

は
、
協
会
け
ん
ぽ
と
契
約
し
て
い
る
健
診

実
施
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
勤
め
さ
れ
て
い
る
方
の
ご
自
宅
へ
、

ご
家
族
の
『
特
定
健
康
診
査
受
診
券
』（
以

下
「
受
診
券
」）
を
４
月
中
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
特
定
健
診
を
受
診
の
際
に
は

必
ず
「
受
診
券
」「
保
険
証
」「
自
己
負
担

金
」
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
退
職
等
に
よ
り
保
険
証
を
お
使

い
い
た
だ
け
な
く
な
っ
た
場
合
は
、「
受

診
券
」
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

※�

平
成
26
年
１
月
以
降
、新
た
に
協
会
け
ん
ぽ
に

加
入
さ
れ
た
方
、ま
た
は
、保
険
証
の
記
号
番
号

が
変
更
に
な
っ
た
方
は「
受
診
券
」の
交
付
申
請

が
必
要
で
す
。交
付
ま
で
に
は
１
週
間
か
ら
２

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、受
診
さ
れ
る
日

ま
で
に
十
分
な
余
裕
を
も
っ
て
、協
会
け
ん
ぽ
へ

申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

協
会
け
ん
ぽ
新
潟
支
部
保
健
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
５
―
２
４
２
―
０
２
６
４

◇年金相談会場・開催日等
相談会場 両津地区公民館 佐渡中央会館 新穂地区公民館 小木町商工会
電話番号 ☎２７－４１８１ ☎５７－２７１１ ☎２２－２０７５ ☎８６－２２１６

受付時間 午後０時40分～
午後３時

午後１時30分～
午後５時

午前９時～
午前11時40分

午前８時50分～
午前10時50分

開催日

５月 21日㈬
７月 16日㈬
９月 17日㈬
11月 19日㈬
１月 21日㈬
３月 18日㈬

４月 16日㈬
６月 18日㈬
８月 20日㈬
10月 15日㈬
12月 17日㈬
２月 18日㈬

４月 17日㈭
６月 19日㈭
８月 21日㈭
10月 16日㈭
12月 18日㈭
２月 19日㈭

４月 17日㈭
６月 19日㈭
８月 21日㈭
10月 16日㈭
12月 18日㈭

※�佐渡汽船の欠航や災害などにより、やむを得ず開催日や受付時間が変更になる場合
がありますので、あらかじめご了承ください。
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心配ごと相談日（３／15～３／31）
　生活のさまざまな心配ごとや困りごとを気軽に相談できる窓口を開設しています。お住まいの地区以外
での相談もできますので、ぜひご利用ください。相談は無料で、予約は不要です。直接、相談日にお越し
ください。秘密は守られます。
事業に関するお問い合わせ��
　社会福祉協議会本所�
　☎８１－１１５５
　※�こちらの電話ではご相談は受付けて
おりません。

　※�4月上旬の日程については社会福祉
協議会本所にお問い合わせください。

地区 相談日 時間 会場
両津 ３月23日㈰ 13:00～ 16:00 両津福祉センターしゃくなげ

相川 ３月16日㈰
３月22日㈯ 9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ

畑野 ３月25日㈫ 9:00 ～ 12:00 畑野農村環境改善センター
赤泊 ３月19日㈬ 13:30～ 16:30 赤泊福祉保健センターやすらぎ

公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
②�　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者
のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯
などは214,000円）以下であること

③�　収入月額が158,000円以上487,000円以下で
あること
�　　収入月額�＝��（合計所得額－各種控除額）　　　　　　　　　　　　　１２

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称 ( 所在階 ) 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

相川

おりと住宅（2階） 2 ② ○ S53 耐火構造４階建て 3DK 14,800 ～ 29,000
栄町団地野かんぞう棟(1階) 1 ② ○ H3 耐火構造３階建て 3DK 17,600 ～ 34,600
栄町団地あやめ棟（2階） 1 ①② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 45,000
県営おりと団地(1階、2階) 2 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 29,300
県営炭屋町団地(1階、2階) 2 ①② - S58 耐火構造４階建て 3DK 16,600 ～ 32,700

金井 木戸沢第2住宅 1 ①② - S56 簡易耐火構造
2階長屋建て 3K 17,700 ～ 33,800

畑野 野高屋住宅団地(1) 1 ② ○ H20 木造平屋長屋建て 3K 19,300 ～ 37,900
真野 新町団地 1 ①③ - H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】
小木 木野浦団地 1 ①③ - H8 木造２階一戸建て 2LDK 38,000【定額】

赤泊 真浦団地2
1 ①③ - H7 木造２階一戸建て 3LDK 38,000【定額】
1 ③ ○ H9 木造平屋長屋建て 1LDK 18,000【定額】

■申込書類� 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先� 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限� 3 月 31 日㈪　午後５時
■入居予定� 4 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります。）
■注意事項� 入居決定後、次のことが必要です。�
� ◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分
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■�

平
成
26
年
度
ト
キ
ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
事

業
新
規
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
ト
キ
の
餌
場
を
確
保
す
る
た

め
、
休
耕
田
や
耕
作
放
棄
地
等
を
利
用
し

て
ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
、
維
持
管
理
す

る
生
産
組
合
や
集
落
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体

に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象

エ
リ
ア
は
小
佐
渡
東
部
地
区
お
よ
び
国
中

平
野
の
新
穂
、
金
井
、
両
津
地
区
の
一
部

で
、
25
年
度
は
20
団
体
で
約
30
ｈ
ａ
の
ビ

オ
ト
ー
プ
を
維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

ト
キ
の
餌
場
は
主
に
水
田
で
す
が
、
苗

が
成
長
し
て
水
田
で
餌
を
取
れ
な
い
時
な

ど
は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
が
有
効
な
餌
場
と
な

り
ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
は
１
年
を
通
し
て

水
を
ヒ
タ
ヒ
タ
状
態
に
保
ち
、
ド
ジ
ョ
ウ

な
ど
の
水
生
生
物
等
が
生
息
で
き
る
環
境

を
維
持
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

　

新
規
に
参
加
を
希
望
す
る
団
体
等
は
、

お
早
め
に
ト
キ
交
流
会
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

ト
キ
の
デ
ザ
イ
ン
を
Ｐ
Ｒ
に
ご
利
用
く

だ
さ
い

　

市
で
は
ト
キ
の
野
生
復
帰
の
普
及
啓
発

の
た
め
に
、
シ
ン
ボ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
イ
ラ

ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
ト
キ
の
野

生
復
帰
の
応
援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

工
事
現
場
の
看
板
や
お
店
の
チ
ラ
シ
、

広
告
等
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
ド
ッ
キ
ー
（
着
ぐ
る
み
）
の

貸
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
ト
キ
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

ト
キ
を
見
か
け
た
ら
ト
キ
交
流
会
館

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
―
９
８
０

―
５
５
１
）
へ
お
気
軽
に
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ

い
た
情
報
が
重
要
な
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

こ
れ
か
ら
６
月
頃
ま
で
は
ト
キ
の
繁
殖

期
と
な
り
ま
す
。
特
に
巣
の
あ
る
林
に

は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

　

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

配
置
地
区　
水
津
地
区

配
置
時
期　
平
成
25
年
８
月
１
日
着
任

出�

身
地　

�

新
潟
県
佐
渡
市
（
神
奈
川
県

大
和
市
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
）

佐
渡
市
・
配
置
地
区
の
印
象

　

私
は
佐
渡
の
素
晴
ら
し
い
自
然
に
、
グ

ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
に
夕
日
が
落
ち
る
時

の
よ
う
な
美
し
さ
を
感
じ
る
時
が
あ
り
ま

す
し
、
は
た
ま
た
、
ま
る
で
こ
こ
は
中
国

の
秘
境
な
の
か
？
と
思
う
時
も
あ
り
ま
す
。

担
当
の
地
域
の
方
々
は
人
情
味
が
あ
り
気

さ
く
な
方
が
多
く
、
い
つ
も
笑
顔
を
分
け

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

配
置
地
区
（
水
津
地
区
）
で
の
活
動

　

主
に
着
任
し
て
か
ら
は
農
業
支
援
の
活

動
が
中
心
で
し
た
。

　

山
の
草
刈
り
な
ど
か
ら
、
実
際
に
地
域

の
方
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
農

機
を
動
か
し
、
稲
刈
り
を
し
た
り
な
ど
、

自
分
で
農
業
の
楽
し
さ
、
中
山
間
地
で
の

農
業
の
過
酷
さ
を
体
験
、
実
感
し
な
が
ら
、

情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

地
域
行
事
へ
参
加
し
て
い
る
中
で
、
自

分
で
も
企
画
し
て
地
域
の
世
代
間
の
交
流

を
深
め
た
い
と
思
い
、
お
菓
子
作
り
教
室

な
ど
も
開
き
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

子
ど
も
が
一
緒
に
お
菓
子
を
作
っ
て
い
る

光
景
は
と
て
も
心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
抱
負

　

温
故
知
新
で
は
な
い
で
す
が
、
も
と
も

と
昔
か
ら
地
域
に
あ
る
伝
統
や
文
化
な
ど

の
地
域
資
源
に
、
新
し
い
発
見
な
ど
を
自

分
が
見
出
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
渡
に
い
る
同
世
代
の
方
達
と

協
力
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
、
佐
渡
の
活

性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
市
役
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
112

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

岩
いわ

﨑
さき

　貴
たか

大
ひろ

さん
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相
川
四
町
目
に
あ
る
帰
命
山
弾
誓
寺
は
、

寛
永
13
（
１
６
３
６
）
年
７
月
に
、
木も
く

食じ
き

長ち
ょ
う

音お
ん

（
１
６
０
２
～
７
８
）
に
よ
っ
て

開
基
さ
れ
ま
し
た
。
長
音
の
師�
木
食�

但た
ん

唱し
ょ
う（
生
没
不
詳
）
は
、
播
磨
（
現
兵
庫

県
）
の
檀
特
山
で
修
行
中
の
木
食
弾た
ん

誓せ
い

（
１
５
５
１
～
１
６
１
３
）
と
出
会
い
、

師
弟
の
契
り
を
結
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

２
人
で
佐
渡
に
渡
り
、
修
行
を
重
ね
ま
し

た
。
寺
号
は
こ
の
由
縁
を
も
っ
て
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

但
唱
は
、
作さ

仏ぶ
つ

聖ひ
じ
りと
し
て
大お
お

仏ぼ
と
けを
彫
り

ま
し
た
が
、
長
音
も
６
尺
２
寸
の
阿
弥
陀

如
来
の
坐
像
を
彫
り
、
弾
誓
寺
に
納
め
ま

し
た
。
こ
の
仏
像
に
つ
い
て
は
「
当
時
佐

渡
一
国
中
に
有
ら
ざ
り
し
か
ば
、
世
に
当

寺
を
大
仏
と
称
し
来
れ
り
」
と
あ
り
ま
す
。

元
治
元
（
１
８
６
４
）
年
、
火
災
で
焼
失

し
ま
し
た
が
、
「
オ
オ
ボ
ト
ケ
」
の
名
は

広
く
知
ら
れ
、
近
く
を
流
れ
る
川
も
「
大

仏
川
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

寛
保
元
（
１
７
４
１
）
年
に
書
か
れ
た

「
相
川
八
景
序
」
に
は
、
「
弾
誓
寺
の
晩

鐘
の
ひ
び
き
夕
白
さ
え
影
う
す
く
…
」
と

あ
り
、
「
泊
り
ふ
ね　

う
き
ふ
ね
の
苫と
ま

や

お
お
ふ
ら
ん　

磯
山
て
ら
の　

鐘
の
ひ
び

き
に
」
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

寺
が
建
て
ら
れ
た
頃
は
、
近
く
に
渚
が

あ
り
ま
し
た
が
、
『
佐
渡
四
民
風
俗
』
に

あ
る
古
老
の
聞
き
書
き
に
よ
れ
ば
、
元
禄

年
間
（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
）
の
頃
か

ら
、
材
木
町
・
板
町
の
砂
浜
が
二
・
三
町

目
よ
り
下
戸
町
に
か
け
て
打
ち
あ
が
り
、

浜
が
次
第
に
広
く
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
63
―
５
１
３
６

絵
図
か
ら
見
え
る
こ
と
⑼
　
―
弾だ
ん

誓せ
い

寺じ

晩ば
ん

鐘し
ょ
う 

―

　
「
送
り
つ
け
商
法
」
と
は
、
事
前
に
何

の
連
絡
も
せ
ず
に
、
一
方
的
に
商
品
を
送

り
つ
け
て
代
金
を
請
求
す
る
手
口
の
こ
と

で
す
。

　
「
受
け
取
っ
た
以
上
、
購
入
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
消
費
者
が
勘
違
い
し
て

支
払
う
こ
と
を
狙
い
、
数
千
円
程
度
の
金

額
の
振
込
用
紙
を
同
封
し
た
り
、
商
品
が

到
着
し
た
こ
ろ
を
見
計
ら
っ
て
強
引
な
請

求
電
話
を
か
け
て
く
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

主
な
商
品

　

健
康
食
品
、
新
聞
、
雑
誌
、
書
籍
、

　

ビ
デ
オ
ソ
フ
ト　

ほ
か

ア
ド
バ
イ
ス

・�

購
入
の
申
込
み
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

代
金
を
支
払
う
必
要
も
、
自
ら
商
品
を

送
り
返
す
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

・�
送
り
付
け
ら
れ
た
商
品
は
、
届
い
た

日
か
ら
14
日
間
は
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
間
に
、
も
し
差
出
人
か
ら
何
ら
か

の
連
絡
が
あ
っ
た
ら
、
き
っ
ぱ
り
断
り
、

商
品
の
引
き
取
り
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

・�

差
出
人
か
ら
連
絡
が
な
い
ま
ま
14
日
間

が
経
過
す
れ
ば
、
自
由
に
処
分
し
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。

・�

代
金
を
支
払
う
と
「
同
意
し
て
購
入
し

た
」
と
み
な
さ
れ
、
返
金
を
求
め
る
こ

と
が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。
代
金

引
換
で
届
い
た
場
合
は
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

対
応
や
商
品
の
処
分
に
困
っ
た
ら
、
早

め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

生活情報
　　さど

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

書
籍
や
新
聞
も
！

　
　
送
り
つ
け
商
法
に
注
意
！

振込用紙

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

山尾定政筆「相川八景　弾誓寺晩鐘」
金銀山開発直後、寺の左にある立岩で釣りができたと『佐渡相川志』にある。
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佐
渡
市
立
両
尾
小
学
校

　

当
校
は
、明
治
35
年
に
両
尾
尋
常
小

学
校
と
し
て
創
立
。昭
和
48
年
に
は
大

川
分
校
を
統
合
。平
成
24
年
に
創
立

１
１
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
の
文
化
祭
の
際
に
は
、例
年

の
作
品
展
や
学
習
発
表
、バ
ザ
ー
に
加

え
、記
念
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

１
０
０
周
年
以
降
の
歴
代
の
校
長
先
生

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、後
援
会
役
員
等
を
お

招
き
し
て
、子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
、地

域
の
皆
さ
ま
と
創
立
１
１
０
周
年
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
バ

ル
ー
ン
リ
リ
ー

ス
も
行
い
、未
来

に
向
け
て
夢
や

願
い
な
ど
を
書

い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
結
ん
だ
風

船
を
大
空
に
放
ち
ま
し
た
。

　

今
年
度
４
月
に
１
年
生
７
人
を
迎
え
、

全
校
児
童
35
人
で
、１
１
１
年
目
の
新

た
な
歩
み
を
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
校
の
校
舎
は
、宇
賀
神
山
の
山
裾

に
位
置
し
、眼
前
に
は
美
し
い
海
原
が

広
が
っ
て
お
り
、豊
か
な
自
然
の
中
に

建
っ
て
い
ま
す
。校
舎
の
壁
面
に
は
、創
立

１
０
０
周
年
の
時
に
、地
区
出
身
の
彫
刻

家
で
あ
る
親
松
英
治
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
鬼
太
鼓
の
巨
大
な
レ
リ
ー
フ
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
こ
の
鬼
太

鼓
を
学
び
、受
け
継
ぐ
た
め
に
、「
子
ど
も

鬼
太
鼓
」の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

運
動
会
が
近
く
な
る
と
、業
間
の「
お

ん
で
こ
タ
イ
ム
」

な
ど
の
時
間
に
、

連
日
練
習
を
行

い
ま
す
。高
学
年

が
低
学
年
の
子

ど
も
た
ち
に
、太

鼓
の
打
ち
方
や

手
足
の
動
き
な
ど
を
教
え
な
が
ら
、一
生

懸
命
に
練
習
し
ま
す
。そ
の
結
果
、毎
年

の
運
動
会
で
は
、素
晴
ら
し
い
演
技
が
披

露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
子
ど
も
鬼
太
鼓
」は
８
月
の
両

津
七
夕
川
開
き
で
も
発
表
し
、地
域
の
伝

統
文
化
を
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ

く
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ま

の
協
力
を
得
な
が
ら
教
育
活
動
を
進
め
、

地
域
の
文
化
や
自
然
に
親
し
み
、大
切
に

す
る
両
尾
っ
子
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
両
津
支
所
内
）☎
23
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４
８
９
８

岩い
わ
屋や

洞ど
う
窟く
つ
⑵
― 

四
国
遍
路
へ
の
あ
こ
が
れ 

―

　

岩
屋
洞
窟
の
前
庭
に
は
、観
音
様
を
は
じ

め
数
多
く
の
石
仏
が
並
ん
で
い
ま
す
。こ
れ

は
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
仏
た
ち
で
す
。四
国

遍
路
は
現
在
も
日
本
人
に
と
っ
て
人
気
の
高

い
旅
行
で
す
が
、江
戸
時
代
か
ら
庶
民
が
一

生
に
一
度
は
実
現
し
た
い
旅
の
ひ
と
つ
で
し

た
。

　

し
か
し
、佐
渡
で
は
農
業
生
産
の
労
働

力
を
確
保
す
る
た
め
、島
か
ら
外
へ
出
る
人

数
を
制
限
し
て
い
ま
し
た
の
で
、旅
に
出
る

の
も
奉
行
所
の
許
可
が
必
要
で
し
た
。ま
た
、

徒
歩
で
の
四
国
へ
の
旅
は
２
か
月
か
ら
３
か

月
の
期
間
と
そ
れ
な
り
の
旅
行
費
用
が
か
か

り
、す
べ
て
の
人
が
果
た
せ
た
夢
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、代
わ
り
と
な
る
お
寺
や
お
堂

を
佐
渡
島
内
に
88
か
所
設
定
し
、そ
れ
を

巡
る
こ
と
で
四
国
遍
路
の
旅
に
置
き
換
え

て
い
ま
し
た
。こ
の
伝
統
が
現
在
の「
佐
渡

八
十
八
ヶ
所
」（
佐
渡
遍
路
）に
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。た
だ
、島
内
の
巡
礼
に
も
７
日

前
後
の
日
数
が
必
要
で
す
の
で
、１
か
所
に

88
体
の
仏
様
を
ま
と
め
た
、い
わ
ば
最
短
の

代
替
え
四
国
遍
路
の
姿
を
岩
屋
洞
窟
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
石
仏
は
、約
２
百
年
前
に
活
躍

し
た
椿
尾
の
石
工�

五ご

兵へ

衛え

が
彫
っ
た
も
の

で
す
。石
仏
や
石
臼
の
材
料
と
な
る

石
英
質
安
山
岩（
デ
イ
サ
イ
ト
）の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
椿
尾
で
は
、江
戸
時
代

の
中
ご
ろ
か
ら
石
仏
や
石
塔
が
盛
ん
に
作

ら
れ
ま
し
た
。そ
れ
ら
は
佐
渡
全
島
に
広
が

り
、島
外
に
も
移
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

椿
尾
の
石
切
場
は
、今
年
ジ
オ
サ
イ
ト

と
し
て
の
整
備
が
進
み
ま
し
た
。大
地
の
恵

み
が
地
域
の
産
業
に
結
び
つ
い
て
い
る
ジ
オ

パ
ー
ク
の
テ
ー
マ
を
、椿
尾
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。岩
屋
洞
窟
の
四
国
八
十
八
ヶ
所

石
仏
は
、椿
尾
と
宿
根
木
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を

結
び
つ
け
る
上
で
も
、貴
重
な
文
化
遺
産
で

す
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ジ
オ
パ
ー
ク

　

推
進
室
（
両
津
郷
土
博
物
館
内
）

　

☎
23
―
２
１
０
１

ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㉟

創立110周年記念の
バルーンリリース

運動会での「子ども鬼太鼓」

四国八十八ヶ所の石仏



20

いいんだよ 水谷修著 日本評論社
生きかた上手 日野原重明著 ユーリーグ
イラスト版こころのケア
子どもの様子が気になった
時の49の接し方

久芳美恵子編著 合同出版

うつを治す 大野裕著 PHP研究所
言葉のチカラ 香山リカ著 集英社
ストレス専門医の処方せん
（こころの健康を考える） 徳永雄一郎著 昭和堂

何のために生きるのか 五木寛之　稲盛和夫　共著 致知出版社
くじけないで 柴田トヨ著 飛鳥新社
　この中で読んでみたい図書がありましたら、電話やインターネッ
ト※で予約ができます。お待ちしております！
※�インターネットからの予約は、事前に窓口にてパスワードの登録が必要です。
お問い合わせ　佐渡市立中央図書館　☎６３－２８００

開館日、開館時間の試験実施
（３月末まで）

○真野図書館
・�火曜日から金曜日まで、午後
６時まで開館
・�土曜日と日曜日は、午後５時
まで開館
○相川図書室・赤泊図書室
・�土曜日と日曜日も午前９時か
ら午後５時まで開館�
（日直職員による貸し出し）

こころが疲れたら
読む本が図書館にあります

新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
畑
野
地
区
）

　

１
月
11
日
㈯
、畑
野
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に「
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、親
子
52
人
の
参
加
が
あ
り
、み

ん
な
で
映
写
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、終
了
後
に
餅
つ
き
大
会
を
行
な
い
ま
し

た
。雪
の
残
る
寒
い
日
で
し
た
が
、み
ん
な
で

元
気
よ
く
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
お
餅
を

つ
い
た
後
、あ
ん
こ
餅
や
き
な
粉
餅
と
一
緒

に
と
り
汁
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
餅
つ
き
で
身

体
の
中
か
ら
温

ま
り
、元
気
い
っ

ぱ
い
に
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

第
30
回 

高
千
・
外
海
府
地
区 

　
　
　
　新
春
球
技
大
会
（
相
川
地
区
）

　

１
月
19
日
㈰
、
高
千
中
学
校
体
育
館

を
会
場
に
「
第
30
回�

高
千
・
外
海
府
地

区
新
春
球
技
大
会
（
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
雪
で
凍
て
つ
く
寒
さ
の
体

育
館
で
し
た
が
、
６
分
館
か
ら
約
80
人
が

参
加
し
、
合
計
７
試
合
の
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
打
っ
た
本
人
も
ビ
ッ
ク
リ

の
ス
パ
イ
ク
や
レ
シ
ー
ブ
な
ど
の
フ
ァ
イ
ン

プ
レ
ー
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ス
パ
イ
ク

の
空
振
り
や
珍
プ
レ
ー
も
続
出
す
る
な
ど
、

新
春
に
ふ
さ
わ
し
く
笑
顔
の
た
え
な
い
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
も
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

場
所
を
移
し
て
の
夜
の
熱
戦
は
遅
く
ま
で

続
い
た
と
の
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
に

貢
献
す
る
よ
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
分
館
役
員
、

そ
し
て
選
手
の

皆
さ
ん
、
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

来
年
は
、
今
年

よ
り
も
多
く
の

分
館
、
選
手
の

皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

大
会
結
果　
優
勝　
入
川
分
館

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

催し物のお知らせ

主催／図書館で佐渡を元気にする会　後援／佐渡市教育委員会

日　時／３月 29日㈯　午後 1時 30分～　会　場／市立中央図書館（金井）
資料代／大人 300 円（高校生以下無料）　　お問い合わせ／本間まで　☎０９０－２７３８－５８１８

わたしのお気に入りin図書館―ブックプレゼンテーション―
小学生や大人の方約10人がおすすめの本などを紹介します。

中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK
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佐渡連合商工会東京ドーム「ふるさと祭り東京」へ出展
　新春１月10日㈮から19日㈰までの10日間「ふるさと祭り東
京」（主催：フジテレビ、文化放送、東京ドーム）が、東京ドームで
開催されました。この祭りは、『日本のまつり・ふるさとの味』を
キャッチフレーズに、全国各地から集められた美味しいものを堪
能しながら、ふるさとの伝統的なお祭りを楽しむ企画内容となっ
ており、連日大勢のお客さまが訪
れていました。
　佐渡連合商工会は、昨年に引
き続き、佐渡物産販売コーナーを
出展し、海産物、乳製品、干柿、佐
渡牛入りコロッケ、佐渡地酒、梅酒
など多種多様な物産品を販売し、
担当の皆さんは、連日声をからしてのお客さまの呼び込みと佐
渡観光ＰＲに奮闘されていました。
　一方、郷土芸能等を披露する「ふるさとステージ」においては、
14日と15日の両日、首都圏佐渡連合会登録民謡団体の若波会、
おけさアートの会、佐渡こがね会の皆さんが相川音頭、佐渡おけ
さの唄と踊りを披露、併せて佐渡観光のＰＲを行い、満場の観

衆から大きな拍手を受けておりま
した。
　期間中は比較的天候にも恵ま
れ、事務局発表では10日間で41
万人もの来場者があったとのこと、
大変盛況な「ふるさと祭り」でした。
（文責：首都圏佐渡連合会
文化芸能部会長　元田　利夫）

「佐渡たらい舟娘」活躍中！　メンバー募集中！！

　（一社）佐渡観光協会がプロデュースした「佐渡
たらい舟娘」が各地で活躍しています。
　主な活動は、全国各地で行われる観光イベントに
参加し、佐渡の魅力を全国へ発信すること。現在は4
人（新潟に１人、首都圏に３人）が活動しています。
　そんな「佐渡たらい舟娘」のメンバーを佐渡観光
協会では随時募集しています。活動は主に土曜日・
日曜日で、交通費と謝礼をお支払いします。
　年齢や自薦・他薦は問いません。佐渡のＰＲを一
緒にしてみませんか？
応募条件　�新潟県内（佐渡以外）、関東方面、関西

方面在住で、佐渡出身または佐渡にゆかりのある方
応募方法　�佐渡観光協会宛に履歴書を送付してください。
応募先・お問い合わせ　�（一社）佐渡観光協会　☎２４－１９５５�

〒952－0014　新潟県佐渡市両津湊１９８番地（佐渡島開発総合センター内）

首都圏情報コーナー司法書士による無料法律相談
★�面談方式です。事前にご予約くだ
さい。
日時　３月24日㈪～28日㈮
　　　午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・土地や建物の売買、贈与、相続、
担保権の設定等の手続き
・会社・法人の設立、変更等の登記
問題
・金銭の貸し借り、借地・借家等の
トラブルの申し立て
・多重債務者の調停、訴訟、自己破
産等による救済の申し立て
・訪問販売の解約、保証人、隣地間
のもめ事等の手続き
・家庭内の人間関係と結婚、離婚、
内縁等の問題の手続き
・遺言の方法と相続手続き
・高齢者の今後の財産管理等（生前
贈与・遺言・負担付遺贈・死因贈
与・信託・財産管理委任契約等の
手続き）
　その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ
司法書士会佐渡支部☎５５－３１１７
（平日・午前９時～午後５時）

売店　声をからして奮闘

佐渡おけさを楽しむお客さま
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 1.10〜 2.6 届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 歌見 石　塚　正　之 56 1.  5
　〃 加茂歌代 荒　　　勇　吉 87 1.  9
　〃 加茂歌代 亀　山　トキヨ 82 1.11
　〃 住吉 石　川　雅次郎 86 1.14
　〃 両津湊 北　本　一　雄 83 1.14
　〃 両津夷 市　橋　德　義 84 1.15
　〃 両津湊 後　藤　雍　芳 79 1.15
　〃 羽二生 横　地　フ　サ 86 1.16
　〃 浦川 後　藤　信　一 82 1.18
　〃 豊岡 伊　藤　貞　夫 67 1.19
　〃 羽二生 宮　川　フサノ 81 1.20
　〃 上横山 内　海　吉　野 97 1.21
　〃 両津湊 神　藏　キサ子 85 1.21
　〃 虫崎 本　間　キ　ン 96 1.22
　〃 加茂歌代 小　池　　　勇 94 1.25
　〃 両津湊 藤　井　トシ子 82 1.25
　〃 椿 池　田　信　次 90 1.27
　〃 平松 佐々木　　　野 94 1.27
　〃 住吉 石　川　久　夫 84 1.28
　〃 両津大川 奥　野　綾　子 77 1.28
　〃 椎泊 野　口　玉　枝 83 1.31
　〃 野浦 山　本　定　治 85 2.  1
　〃 両尾 松　田　夘三郎 86 2.  2
　〃 両津夷 　　池　ヨ　シ 97 2.  2
　〃 鷲崎 道　下　ミヨ子 86 2.  2
　〃 下久知 菊　池　克　巳 87 2.  3
　〃 住吉 石　川　　　茂 84 2.  3
　〃 加茂歌代 齋　藤　マス子 92 2.  5
相　川 高千 川　部　ト　ヨ 86 1.11
　〃 姫津 石　見　治　彦 56 1.13
　〃 小川 本　間　ミ　ヨ 102 1.14
　〃 二見 清　水　サ　ツ 91 1.18
　〃 相川大浦 中　川　眞　一 92 1.23
　〃 相川二町目 西　山　美　子 90 1.24
　〃 相川江戸沢町 磯　西　ハ　ナ 89 1.26
　〃 二見 隂　山　セ　ヨ 90 1.26
　〃 石花 井　上　順　一 75 1.28
　〃 姫津 今　井　和　子 83 1.30
　〃 北片辺 岩　見　道　彦 57 2.  1
　〃 相川石扣町 山　本　弘　平 85 2.  4
佐和田 八幡 本　田　ツ　ヤ 93 1.10
　〃 市野沢 吉　良　利　惠 71 1.12
　〃 河原田諏訪町 計　良　キヨヱ 87 1.12
　〃 八幡 丹　保　　　栄 63 1.12
　〃 河原田諏訪町 杉　本　左　一 87 1.14
　〃 河原田諏訪町 浅　野　雅　幸 64 1.15
　〃 青野 野　口　景　子 76 1.17
　〃 河原田本町 市　橋　淳　一 60 1.24
　〃 青野（西山田） 殿　内　フ　サ 89 1.25
　〃 八幡 岩　田　　　伸 77 1.27
　〃 八幡 安　達　敏　朗 88 1.30
　〃 沢根五十里 野　﨑　一　雄 73 2.  4
金　井 三瀬川 本　間　ヒ　デ 90 1.10
　〃 金井新保 桑　原　與　正 80 1.11

金　井 金井新保 兒　玉　フ　ミ 94 1.15
　〃 千種 関　根　富　三 100 1.16
　〃 水渡田 西　田　マ　ツ 91 1.17
　〃 大和 原　　　昭次郎 86 1.23
　〃 中興 稲　田　チ　ヨ 88 1.25
　〃 吉井 本　間　歌　子 89 1.25
新　穂 新穂長畝 山　田　ヨ　シ 94 1.11
　〃 新穂長畝 土　屋　　　澄 87 1.14
　〃 新穂潟上 　　池　俊　雄 84 1.15
　〃 新穂瓜生屋 霍　間　　　孝 87 1.25
　〃 新穂 影　山　　　野 93 1.27
　〃 新穂大野 土　屋　静　雄 78 1.31
　〃 新穂潟上 菊　池　明　夫 64 2.  3
畑　野 小倉 小　出　　　登 81 1.  9
　〃 畑野 本　間　ス　ミ 97 1.14
　〃 小倉 中　村　敏　子 89 1.16
　〃 大久保 佐　藤　善　浩 83 1.18
　〃 畑野 本　間　とよほ 89 1.20
　〃 畑野 中　村　ア　キ 92 1.24
　〃 畑野 安　西　ワ　サ 97 1.25
　〃 畑野 熊　谷　ヨシノ 74 1.29
　〃 畑野 辻　村　正　二 96 1.30
　〃 松ケ崎 　　池　ハ　ル 91 1.30
　〃 畑野 計　良　カ　ツ 99 1.31
　〃 畑野 駒　形　　　孝 87 2.  1
　〃 大久保 和　泉　政　次 90 2.  3
　〃 畑野 安　藤　マサヱ 83 2.  3
真　野 椿尾 笠　井　　　寛 58 1.15
　〃 真野 三　浦　ヨシ江 91 1.19
　〃 真野新町 佐々木　末　雄 75 1.21
　〃 真野新町 福　島　ア　キ 96 1.21
　〃 田切須 佐々木　イ　キ 88 1.26
　〃 真野新町 鹿　野　エ　ツ 93 1.29
　〃 金丸 小　田　　　實 90 2.  2
　〃 豊田 仙　土　千　代 93 2.  2
　〃 背合 椎　野　トリエ 96 2.  3
　〃 大倉谷 佐々木　アサ子 87 2.  5
小　木 木流 菊　地　哲　　 85 1.10
　〃 小木町 菊　地　靖　晴 73 1.11
　〃 小木町 嶋　津　スミヱ 83 1.17
　〃 小木町 猪　股　久　雄 91 1.25
　〃 小木町 清　水　ユ　キ 93 1.26
　〃 小木町 影　山　　　清 83 2.  1
羽　茂 羽茂本郷 宮　林　ハ　ル 94 1.11
　〃 羽茂滝平 駒　形　　　隆 94 1.21
　〃 羽茂上山田 金　子　彦　次 87 1.27
　〃 羽茂三瀬 中　川　　　健 73 1.27
　〃 羽茂大崎 八　尋　文　治 95 1.31
　〃 羽茂大橋 髙　野　拓　治 83 2.  2
赤　泊 三川 佐々木　弘　義 52 1.10
　〃 下川茂 　　形　ヤ　ヱ 88 1.17
　〃 下川茂 鎌　田　ス　ミ 91 1.21
　〃 赤泊 森　川　　　巖 92 1.29
　〃 徳和 筑　前　ム　ラ 90 1.29
　〃 徳和 石　川　ムツコ 82 2.  4

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 住吉 飯　沼　葵　子 祐紀 1.  1
　〃 両津夷 祝　　　海　花 洋海 1.  8
　〃 上横山 祝　　　真　愛 賢 1.  9
　〃 春日 秀　方　壱　匠 正浩 1.10
　〃 吾潟 土　屋　彪　真 彬充 1.18
　〃 加茂歌代 親　松　　　空 貢 1.22
佐和田 東大通 瀧　澤　結　香 一成 12.31
　〃 沢根 加　藤　弘　雅 琢 1.  3
　〃 石田 石　塚　柚　季 満 1.  6
　〃 石田 石　塚　柚　望 満 1.  6

佐和田 河原田本町 小　池　真　斗 智 1.  7
　〃 長木 北　見　律　樹 敦史 1.16
　〃 市野沢 松　見　惺　絆 有紘 1.21
金　井 金井新保 節　田　梨　乃 直商 1.  1
　〃 千種 田　嶋　実　緒 直哉 1.16
　〃 金井新保 小岩井　麻　杜 重人 1.17
　〃 金井新保 井　上　　　綾 嶺 1.25
真　野 大倉谷 本　間　　　華 裕介 1.15
　〃 田切須 佐々木　飛　翔 勇太 1.24
羽　茂 羽茂上山田 金　子　ひまり 弘幸 1.26

（あこ）
（うみか）
（まな）
（かずおみ）
（ひゅうま）
（そら）
（ゆいか）
（ひろまさ）
（ゆうり）
（ゆのん）

（まこと）
（りつき）
（せな）
（りの）
（みお）
（あさと）
（あや）
（はな）
（とわ）
（ひまり）
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黒豚

●材料（1人分）
豚肉（しょうが焼き用）：2枚、しょうが汁：小さじ1/2、
だいこん：50g、砂糖：小さじ1、みりん：小さじ1/2、
しょう油：小さじ1：サラダ油：少々

●作り方
①�だいこんは皮をむき、おろす。
　しょうがは、すりおろしてしぼっておく。
②�フライパンに油を入れて豚肉を炒める。
　しょうが汁、砂糖、しょう油、みりんで味をつける。
③�②にだいこんおろしを入れて、ひと煮立ちさせた
らできあがり。

朝食メニュー
●ごはん（佐渡産）●キャベツのベーコンのみそ汁
●�さっぱりしょうが焼き　（佐渡産）
●�じゃがいもと昆布の煮物
●�もやしと青菜の
梅ポン酢和え�
●いちご

　学校給食では、食育の推進
と地場産物の使用拡大を目指し
『地産地消』に取り組んでいます。
　２月に市内小・中学校で「第３回佐渡市学校給食統一献立」が実
施されました。この日の佐渡産食材は、朱鷺認証米、牛乳、朱鷺色
豆腐、米粉、にんじんの５種類でした。
　「朱鷺色豆腐」は、佐渡市商品開発プロジェクト事業で商品化さ
れ、佐渡産大豆を使った豆腐です。それをグラタン風に焼き上げ主
菜にしました。両津吉井小学校のランチルームではチーズのおいし
い香りがしました。
　両津吉井小学校では、給食時間に全校児童が一人ずつ前に出て、
その日の献立名と、自分自身で決めた給食のルールやマナーの「め
あて」を発表してから「いただきます」をします。給食時間の食育活
動を通して、食に対
する興味・関心が
とても高まっており、
給食が大好きな「よ
しいっ子」は、残さず、
笑顔でもりもり給食
を食べています。

給食の様子

ごはん、牛乳、朱鷺色豆腐のみそチー
ズ焼き、のり酢和え、沢煮椀、いよか
ん

　養豚の経験がまったく
ない状態から始めたため、
計画通りに出荷できず、試
行錯誤の連続だったそう
ですが、現在は改善され、
今年の７月頃からその成
果が表れるそうです。今後
は年間700頭の出荷を目
指すそうです。
　佐渡は離島のハンディがあり、エサや豚の輸送にコストがかか
ります。今後は飼料米、カボチャ、サツマイモに昆布、りんごなど
を使い、島内産のエサの比率を現在の2割から８割程度まで高め
てコストを抑えるとともに、放牧によって肉質を良くして付加価値
を高めていきたいそうです。将来は、「エサの生産→養豚→堆肥
づくり」と島内での循環をつくり、豚肉も島内で消費されることで、
本当の地産地消を実現したいとのことでした。
　佐渡の黒豚は脂がおいしいそうで、特にモツがお勧めとのこと。
もつ鍋のほか、炒めてもおいしいそうです。

佐渡で黒豚を養豚
小田健次郎さん（㈱環境保全事業）

食育 元気
笑顔まるごと！
シリーズ

簡単！朝食レシピ さっぱり
しょうが焼き

両津吉井小学校
�

とれたて！

旬の仕事人
〜地産地消で佐渡を元氣にしよう！〜

イチオシ
学校給食
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市の面積　855.34㎢（平成24年10月1日）　市の海岸線280.5km（平成23年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、観光
イベント情報、くらしの情報、島外イベント情報
アドレス�psc1.sado@fofa.jpに空メールを送る
と、仮受付メールが返信されますので、案内にし
たがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ�市役所地域振興課（情報政策係）�☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
さどチャン　佐渡市情報番組	 毎週月～金曜日　17：00放送
　　　　　（再放送）19：30、21：00、22：00、23：00、翌日6：30
週末特別番組　毎週土・日曜日　8：00、15：00、22：00放送
　島内で開催された講演会や発表会などの模様を放送します。
＊＊お知らせ＊＊　CNSテレビでは、デジタル放送をアナログ放送に変
え、アナログテレビでも視聴できるデジタル変換放送を行っています。
デジタル変換放送は平成27年3月末で終了しますので、デジタル対応
テレビ等のご準備はお早めにお願いします。
お問い合わせ先
　佐渡市情報センター室（真野行政サービスセンター内）☎51-2030

朝食メニュー
●ごはん（佐渡産）●キャベツのベーコン
のみそ汁●さっぱりしょうが焼き（佐渡産）
●じゃがいもと昆布の煮物●もやしと青菜
の梅ポン酢和え●いちご

「飛べ！ダコタ」ＤＶＤ
島内先行販売

キャンペーン実施のお知らせ
　全国公開で５万人以上を動員した佐渡発映画「飛
べ！ダコタ」のＤＶＤがいよいよ販売されます。
　全国発売に先駆けて３月21日（金・祝）から佐渡先
行発売を行います。
　本篇に加えて、特典映像には「比嘉愛未インタ
ビュー」「ロケ地佐渡ガイド」などが収録されていま
す。ぜひ、一家に一枚、また、島外に住むご友人や知人
へのお土産にお買い求めください。
　また、ＤＶＤ販売を記念して「ロケ地佐渡　来島
キャンペーン」を実施します。詳しくはＤＶＤに同封さ
れているチラシをご覧ください。

◆島内９か所で販売します�
　　　　　　３月10日から受付開始！！
地区名 プレイガイド名 電　話
佐和田 アミューズメント佐渡 52-2001
両　津 丸屋書店 27-2238
相　川 曽我商店 74-3351
佐和田 モビリティワールド 51-1127
金　井 ヤマゴ 63-6172
新　穂 ホンマ衣料品店 22-4333
畑　野 本間書店 66-2063
真　野 池田屋商店 55-2045
羽　茂 玉箋堂 88-2234
※�ＤＶＤ購入特典「飛べ！ダコタ」オリジナルポストカー
ドをプレゼント！（数量限定、なくなり次第終了）

★ＤＶＤ販売のお問い合わせ
　株式会社オデッサ・エンタテイメント
　☎０３－５１４８－６０８５
★キャンペーンのお問い合わせ
　佐渡市観光振興課内�
　フィルムコミッション佐渡事務局
　☎０２５９－６３－５１１６


